
            

 

 

 

「平賀源内から学ぶ」 

校長 丹羽 佳与 

 

入学・進級から１か月が経ちました。１年生の皆さんは、毎日が新しいことで溢れ、部活動も

本格的に始まったころですね。２・３年生は、１年生の先輩としてよい姿を後輩に示しているところ

だと思います。 

本校の学校教育目標は、やまちゅうスクエア第１号で示しましたが、２つ目の主体的に学ぶっ 

てどんなことだろうか…と思っている人に、江戸時代の奇才「平賀源内」を紹介したいと思いま

す。 

紹介されなくとも知っている！と思っている人も多いかもしれませんね。平賀源内は、様々なも

のを発明したことは、よく知られています。平賀源内と肩を並べるつもりはありませんが、私も「モ

ノづくり」が大好きで、幼いころから広告の裏紙やかまぼこ板に絵を描いたり、お菓子の空き箱

や容器などで工作をしたりしていました。源内さんも幼いころから、身近にあるものを工夫して遊

びながら学ぶ姿勢を身につけていったそうです。奇抜なアイデアと行動力は、好奇心から自然に

育まれていったのかもしれません。 

また、当時の江戸では西洋の学問を学ぶ機会が限られており、長崎経由で入手できる書物

は非常に貴重でした。彼は通訳を頼りながらオランダ語を学び、海外の科学技術や医学を研究

することに没頭していきました。「主体的に学ぶ」ですね。 

今は、パソコン一つで海外からの情報を取り入れることもでき、書籍は本屋で買えるし、英語

の授業を学校でしっかりと行っていますし、外国語も世界の文化も何でも学びたい放題です。 

源内さんは、自分が理解するだけでなく、その知識や技術を披露する場を設け、学問や技術

を広く人々に伝え、単に自分が作るだけではなく、周囲へ興味や学習意欲を喚起する姿勢が多

くの人から称賛され、彼の周囲には、多くの友人・知人がいたことも有名な話です。 

「学びたい放題」の環境に感謝し、興味・関心、好奇心をもって、授業や様々な活動に取り組

んでいってください。学校の中で、「わかった！」ことがあったら、その

時に隣の人や友だちに教えてあげてください。わかりたてホヤホヤな

ので、わかりやすく伝えることができ、自分もより深く学ぶことができ

る機会になります。もちろん先生方もアドバイスをしてくれるでしょう。 

最後に、１年生の皆さんは、小学校の時よりも「宿題」がないなと

感じていると思います。中学生は、自分から「予習・復習」をすること、

「探求」することが宿題なのかもしれませんね。 

 

学校ブログも生徒と一緒に覗いてみてください→ 2025 年度 山中なう 

  ☆明日から４連休です 

 

明日からゴールデンウィーク最後の４日間です。本日配布した大阪万博へ家族で行くの

もいいし、家でゆっくりと休息をとるのもいいでしょう。また、部活動をしている人は、大会等

があるかもしれませんね。皆さんにとって充実したゴールデンウイークになるようにしてくだ

さい。 

      暑い日も増え、水難事故等も増えてくる時期です。災害や事故にあわないよう、注意しま

しょう。川をよく知ろう！-水難事故を防ぐために-／大阪府（おおさかふ）ホームペ

ージ [Osaka Prefectural Government] 

 
 ☆４月８日（火） 入学式・始業式・対面式から１か月が経ちました！ 

 

令和７年度をスタートして１か月が経ちました。１年生は、中学校生活に慣れてきました

か？ クラブ紹介や校内巡回などして、また２・３年生の先輩たちが優しく教えてくれる場面

もあったのではないでしょうか。 

この１か月、新しい環境、目まぐるしい日々に慣れるのは大変だったと思います。疲れてい

ないと思っていてもやはり多少の疲れはあると思いますので、連休を利用してリラックスして 

 ほしいと思います。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

吹田市立山田中学校 学校だより 令和 7年度 第２号 

http://blog.suita.ed.jp/jhs/11-yamada/2025/
https://www.pref.osaka.lg.jp/o130110/kasenkankyo/kawawoyokushirou/index.html
https://www.pref.osaka.lg.jp/o130110/kasenkankyo/kawawoyokushirou/index.html

